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  【トヨタ自動車 アンテロープス（１勝０敗）】 

 
＜後藤敏博ヘッドコーチ＞  

初戦で勝利できたのは良かったですが、指示したことをなかなか選手がやってくれなかった

ので、内容が良かったわけではありません。まだまだかな、と。ディフェンスでボールを取っても

勝手にターンオーバーをしてしまうし……新人選手は想定内ですが、ベテラン選手も同じような

ミスをしていたので、自分たちがやるべきことをしっかりやって、結果につなげられるようにした

いと思います。まだ１試合目なので、勝てばいいというわけではありませんから、少し不満が残

ります。相手のキープレーヤーは渡嘉敷、間宮両選手ですが、特別なことはしていません。小

さいチームが強さを出すには、このディフェンスしかないと取り組んだ結果です。これまでは「上

手いチーム」でしたが、“強いチーム”を目指しており、少しはその成果が発揮できたかなと感じ

ています。 

 

＜＃２３鈴木一実選手＞  
ヘッドコーチが言った通り、ディフェンスが指示通りにできませんでした。私は小さいインサ

イドプレーヤーなので、上からプレッシャーをかけなければなりませんが、それがまだまだで

きませんでした。シーズンを通して、自分の課題を徹底して修正していきたいと思います。今

日の試合は３ＰＴＳが４/８で決まりましたが、それは周りの選手が良いパスを出してくれたか

らです。ただ、相手が大きくて自分はサイズがない分、アウトサイドのシュートは決めなけれ

ばいけないという気持ちが強かったのが、この結果につながったと思います。 

 

＜＃２川原麻耶選手＞  
ヘッドコーチ、鈴木選手と同じですが、チームの決まりごとができなかったことと、チームと

してターンオーバーを減らそうと確認し合っていたにも関わらず「１９本」は多いので、今後も

っと減らしていきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

《第１６回Ｗリーグ 開幕戦 ヘッドコーチ・選手コメント》 

 

 【JX-ENEOS サンフラワーズ（０勝１敗）】 
 
＜佐藤清美ヘッドコーチ＞ 

開幕戦でもあり、負けて悔しい思いがあります。出だしから相手のペースのままやられて

しまいました。第３Ｑで１点差まで追いついたとき、本来であればもう一歩頑張れるはずだっ

たのですが、連係の問題もあり、逆転には至りませんでした。ターンオーバー「２６本」という

のは、これまで見たことがない数字で、トヨタのフルコートディフェンスに対して、ボール運び

ができなかったことが原因。昨シーズンのファイナル、デンソー戦で経験していたはずで、練

習でも何度かやってきたので対応できるかなと思ったが、半年経ってまた同じことを繰り返し

てしまいました。明日もゲームがあるので、この敗戦を引きずらないようにしたいと思います。 

 
＜＃２１間宮佑圭選手＞ 

第３Ｑで新人の＃３２宮崎がのびのびとプレーし、連続で３ＰＴＳを決めて流れを持ってき

てくれたのに、それを最後、勝利につなげられなかったのはスタメンである私たちの責任で

す。今のチームに足りないところがモロに出てしまったゲームだと思います。今年のチーム

はどんどん試合を重ねて強くなっていくチームだと感じています。昨シーズン、優勝したとい

うプライドだったり、自信だったりがまだ発揮できていません。もちろん、昨シーズンの勝利

にしがみつくわけではありませんが、いい意味での自信を持てていません。それは、これか

ら良くなっていくと思います。また、アウトサイドのシュート、スピードのあるドライブインなど

が増えました。インサイド・アウトサイドの攻撃を、ゲームを通してバランスよく発揮できるよ

うになれば、もっと自分たちらしいチームになっていくはずです。 

 
＜＃３２宮崎早織選手＞ 

初めての試合で緊張しましたが、先輩方が「思い切ってやっていいよ」と言ってくださった

ので、ノビノビプレーすることができました。自己評価するとしたら「６０点」ぐらいでしょうか。

インサイドに間宮さん、渡嘉敷さんが居てくださるので思い切ってシュートを打つことができ

ました。高校時代は３ＰＴＳのほうが多かったので、これからも持ち味を発揮できるように頑

張りたいと思います。チャンピオンチームに所属することができましたが、日本代表の先輩

もたくさんおり、自分にとってすごくプラスになると思っています。 

 

 


